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１．本研究の位置づけ 

本研究は、教育学部の附属学校運営会議の下部

組織である附属学校改革専門委員会の所掌する、

第三期中期目標中期計画における附属学校改革の

三つの課題についての一つ（小規模・複式教育に

資する教育実習カリキュラムの開発）に関する研

究である。 
附属学校改革専門委員会においては、以下の中

期目標中期計画のもとに研究を推進している。 
具体的には、岩手大学第三期中期目標の【16】

「地域創生の観点に立ち、地域の教育諸課題を解

決することのできる、地域の初等・中等教育機関

教員を養成するための実習校としての機能を強化

する」と、その下での中期計画の【32】「地域創生

を担う初等中等教育機関の教員養成実習校として

機能するため、教育学部及び教職大学院と連携・

協力して実習カリキュラムを開発し導入する。こ

れにあたっては、小規模・複式教育に資する教育

実習カリキュラムの開発や教職大学院における実

習カリキュラムの確立等を行う。」、および、 

【17】「地域のモデル校としての附属学校の機能を

強化し、先導的・実験的取組を通じた教育・研究

を進め、地域の教育課題に応える。」と、その下で

の中期計画【34】「地域のモデル校として、多様な

子どもたちを受け入れ、幼稚園、小学校、中学校

という異校種間の接続教育及び一貫教育のあり方

や小学校の専科制について調査研究を行う。その

うえで、附属学校の機能を強化するため学級数、

入学定員の適正化を図り、教員の適正配置を計画

し、実施する。」を実現するための全学的な位置づ

けのもとでの研究である。 

上記の中期目標・中期計画にしたがって、地域

課題の解決にも貢献しうる地域のモデル校として

の役割と、地域創生のための附属学校園の機能強

化を目指した取り組みを学部と附属校園と共同で

進めている。具体的には、①小規模・複式教育に

資する教育実習カリキュラムの開発、②小学校の

専科制のあり方について、③異校種間の接続教育

及び一貫教育のあり方について、の三つの研究テ

ーマに沿って、附属学校改革専門委員会を中心に、

具体的な計画の実施に取り組んできた。 

 本論は、三つのうちの、①小規模・複式教育に

資する教育実習カリキュラムの開発について、第

三期５年目の経過報告の位置づけを有している。 

 特に本研究では、令和２年度の年度計画「令和

元年度に一部改善を図りつつ導入した小規模校の

学級運営に係る教育実習カリキュラムについて、

学生や担当教員へのアンケート調査を実施し、そ

こから教育課程上の位置づけ、受講生数等につい

ての教育的効果を検証し、その結果を踏まえて更

なる改善に着手する。」の実現を念頭に研究に取り

組んできた。  

 本論は、その実施状況と、成果と課題をまとめ

るものである。    （文責：田代 高章） 

 
２．本研究の内容 

（１）研究の背景  

本研究では、岩手県の学校現場の特色である、小

規模・複式教育に関する学生・院生への効果的な

教育実習カリキュラムのあり方についての研究で

ある。 

 昨年度までの研究成果をもとに、これまで、三

つの課題を中心に令和２年度も取り組んできた。 

 第１が、学部１年生における観察実習における

（令和３年３月４日受理）
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２．本研究の内容 

（１）研究の背景  

本研究では、岩手県の学校現場の特色である、小

規模・複式教育に関する学生・院生への効果的な

教育実習カリキュラムのあり方についての研究で

ある。 

 昨年度までの研究成果をもとに、これまで、三

つの課題を中心に令和２年度も取り組んできた。 

 第１が、学部１年生における観察実習における

複式授業の参観についてである。 

 第２は、学部４年生を主対象として開講される

「地域教育実習」における小規模校参観、複式授

業の参観と研究協議である。 

 第３は、学部３年生の主免教育実習中における、

附属小の複式学級の授業参観を、他の実習２校（仁

王小、緑が丘小）の実習生に授業研究させる交流

実習の可能性の検討である。 

 令和２年度は、新型コロナ禍により、教育実習

そのものの実施が危ぶまれるという事態でもあり、

本研究の進捗にとっては大きな障壁となった。 

 その中でも、観察実習、地域教育実習について、

形態は変われども、何とか無事に実施できたこと

は誠に幸いであった言うべきであろう。附属小学

校はもとより、ご協力いただいた外部の関係教育

委員会や各学校にはあらためて感謝申し上げたい。 

 そのような特別な状況下での令和２年度におけ

る具体的な取り組みは以下の通りである。 

 

（２）今年度の取り組み状況 

１）観察実習 

 ア 実施状況 

（小主免）日時：令和２年10月20日（火）又

は21日（水）＊いずれか１日

の午前 

      場所：附属小学校 

      参加者数：118名（１年生） 

 （中主免）日時：令和２年11月10日（火）  

イ 成果 

  ・本年度は担任が行う複式授業を参観させた

が、参観する学生にとって、指導に慣れて

いる担任の授業の方が教育実習生の授業よ

り複式指導のポイントが分かり易いと感じ

た。 

  ・略案でよいので、参観者に複式の学習指導

案を配付したい。貴重な資料にもなる。 

２）地域教育実習 

 ア 実施状況 

・日時：令和２年９月23日（水）～24日（木）

＊１泊２日 

 ・場所：岩手郡葛巻町 

五日市小学校、葛巻中学校、葛巻公営塾、山

村留学生寄宿舎 

 ・参加者数：17 名（教育学部４年生 16 名、教

職大学院２年生１名） 

 イ 成果 

 ・２泊３日を１泊２日に短縮して実施したが、

山村留学生と交流したり、大学での学修を１

日増やして充実させたりして内容を工夫する

ことで目的を果たすことができた。 

・主免実習の実施校とは異なる小規模校での教

育実習体験を通して、小規模校の特性や地域

教育への知見を広げることができた。 

・小規模校の特色ある教育への関心を膨らませ

ると共に、教員の仕事に対する意欲を大きく

高めることができた。 

・事後アンケートを実施して学生達の考えを把

握することができた。改善のための資料とし

て活用したい。 

 ウ アンケートの現時点での回答傾向 

  学生からの主な声は下記の通り。（回答17名、

回収率100％）（※詳細は別紙参照） 

  ➀ 適切な実施時期 ・・・９月下旬（59％） 

➁ 葛巻町での地域教育実習・・・とても満足 

（100％） 

➂ 複数市町村での実施がよい・・そう思う

（53％）、思わない（47％） 

  ➃ 葛巻町以外の適地・・・沿岸部の学校（6

名➝35％） 

  ➄ 適切な日程 ・・・・・２泊３日（65％）、

１泊２日（29％） 

  ➅ 参加対象学年 ・・・・４年生（53％）、

３年生（29％）、３～４年生（18％） 

３）今年度の予定 

地域教育実習―次年度の取組内容である「見

直しを図ったカリキュラムの

確立」に向けての下準備を進

めること。 

 ＊以下に、地域教育実習の受け入れ学校に対す

るアンケート結果を、参考までに添付する。 
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３．成果と課題 
（１）観察実習について 
 今年度の観察実習について、１年生のモデル

となり得るように、附属小学校の教員による示範

授業を観察する形を取ったが、主免実習生の授業

観察よりは、１年生にとっては、学習効果が大き

かった点が成果である。 
一方で、従来のように、１年生に２年後の自分

たちの姿を思い描きながら、当事者意識をもって

先輩の実習授業を観察することで得られる成果も

ある。また、今年度は、新型コロナ禍もあり、示

範授業の観察だけならば３年生の教育実習期間中

に観察実習を行う必要は無いことから、主免実習

とは別日程での実施となった。今後、観察実習の

意義をどのように考える必要があるのかの検討も

必要になってくる。   

           （文責：菅野 亨） 
 
（２）地域教育実習について 
 概ね、参加学生にとっても、受け入れ先の実習

校、教育委員会にとっても、小規模・複式実習と

しての地域教育実習は、地域の現実を知るために

も、また、複式授業のあり方について実際に取り

組み、検討することで得られた成果は大きいこと

がアンケート結果からも伺える。 
 距離や負担からは葛巻地域への訪問は満足度が

高く、今年度は１泊２日であったが、内容が盛り

だくさんであり、従来の２泊３日が希望とのアン

ケート結果も踏まえ、今年度の内容を踏襲して来

年度の実施について企画することになる。 
（３）主免実習における交流実習 
 新型コロナ禍で、今年度は無理との結論に至っ

た。来年度も継続的に検討していく。 
           （文責：田代 高章） 
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